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【ご意見】 

 

主要論点 2 休眠預金活用により優先的に解決すべき社会課題 について 

「持続可能なくにづくり・地域づくりの基盤である『自然環境の保全・再生』」が挙げ

られる。この社会課題の解決のため、50 以上の団体が、各地で地元自治体の取組を補完

するナショナル・トラストを推進している。子どもや若者の健全な育成、観光振興や都

市・農村交流等を通じた地域活性化の基盤となる「自然環境（土地）」を確保し守る活動

であるが、担い手の育成等、多くの団体において活動の自立・発展が課題となっている。 

 


